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穂高町における観光化の進展とその特徴

上野健一田井田仁康

I　はじめに

　第2次世界大戦後の高度経済成長期に至って，

わが国に大量の観光需要が生れた。しかしヨユ970

年代初期に第一次石油ショックが発生し，それ以

後，日本の経済的成長は減速化することとなった。

その結果，わが国の観光地域において多様な変化

がみられる。中部山岳地域を擁する長野県におい

ても，その観光化の進展に著しい地域的差異を生

じている工も本稿は，長野県における近年の市町村

別観光客数について若干の検討をくわえるととも

に，1970年代に著しく観光化が進展した南安曇

郡穂高町を事例として，その観光化の地域的特徴

を解明することを目的とした。

皿　長野県における観光客の地域的傾向

　長野県は，わが国において有数の観光県である。

しかし，1973年～1982年までの期問に，観光

地利用者（以下，観光客と略記する）は，年間約

8，000万でほとんど変化していない。また，この

ユ0年間，観光客の居住地について検討すると，約

30％が長野県内客であるのに対し，約70％が県

外客で，この比率もほとんど変化がみられない。

さらに，県外客は主に京浜画中京画京阪神地域の

居住者からなっている。また，日帰り客と宿泊客

との比率は，1973年にそれぞれ50％ずつであっ

たが，1982年には，53％と47％となって，日

帰り客の方がやや増加していることがわかる。

　つぎに，ユ972年～1982年までのu年間の長

野県における観光客の地域的傾向について，検討

を行なってみたい。第ユ図一aは，ユ982年の市

町村別観光客数を示したものである2もまた，第工

図一bは，ユ972年～ユ982年の期問における観

光客の増減を示したものである3し第1図一aと

第ユ図一bとによれば，長野県の市町村は，それ

ぞれが観光地域を形成しているとみなせば，ほぼ

5つのタイプに区分することができるであろう。

　第1のタイプは，このユ1年問に観光客が増加

した大規模観光地域である。これには，上田市（増

加率53％），軽井沢町（45％）雪大町市（36％），

山の内町（30％），諏訪市（11％），下諏訪町（9

％），茅野市（4％）が属する。上田市は，別所温

泉の観光客があまり増加していないにもかかわら

ず，上田城跡と信濃国分寺との観光客が著しく増

加している。山の内町は，温田中画渋温泉の宿泊

客が減少しているが，志賀高原のスキー客が急増

している。軽井沢町は，浅間山麓で夏季の避暑客

が増加している。諏訪市と茅野市，および下諏訪

町は，諏訪湖と諏訪大社との観光客があまり変化

していないのに対して，霧ケ峰高原倒蓼科高原1

車山高原画八島高原などの避暑客およびスキー客

が著しく増加しているので，ほぼ同じ傾向をもつ

といえる。大町市は黒部ダムと鹿島槍国際スキー

場および青木三湖の観光客が増加している。

　一方，第2のタイプは，この11年間に観光客

の減少している大規模観光地域である。このタイ

プは，白馬村（一6％），長野市（一5％），と松本

市（一5％）とが属する。白馬村では，白馬山麓の

スキー客画冬山登山客がこの1ユ年間里ほとんど

変化していないにもかかわらず，白馬連峰の夏山
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a）市町村別観光客数（1982年）

第ユ図

篠慰1篶J訊
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　　｛隼間5千人以下〕

d）観光客の増減率（ユ982／1972年）

長野県における観光客の分布

登山客が減少しているために，全体として低下し

たのである。長野市は，善光寺㊥飯綱高原㊥川中

島合戦戦跡のいずれにおいても，観光客が減少し

た。また里松本市は松本城および美ケ原高原の観

光客が増加しているにもかかわらず，浅間温泉と

美ケ原温泉郷との宿泊客が減少しているのである。

しかし，これら3地域における観光客の減少率は

小さい。

　つぎに，第3のタイプは，この11年問に観光

客の増加がみられる中規模観光地域である。これ

は里穂高町（427％）をはじめとして，飯山市（ユ74

％），駒ケ根市（ユ23％），立科町（38％），真田町

（30％）里野沢温泉村（22％），小谷村（ユ6％）と

上山田町（3％）とを含む。穂高町は近年，安曇野

の観光需要が著しく増大したのにともなって，急

速に観光化が進んだ。また飯山市は，斑尾高原と

戸狩とのスキー客が著しく増加しているのである。

そして駒ケ根市は里中央アルプスの登山客がやや

減少しているものの，駒ケ根高原と光前寺を夏季

に訪れる避暑客が増加している。さらに，立科町

も蓼科牧場と東白樺湖とにおいて，夏季の避暑客

が多い。また真田町は，菅平高原の観光開発が進

んだ結果，夏季の避暑客囲学生の合宿客にくわえ

て，冬季のスキー客が多い4もさらに野沢温泉村

は，冬季のスキー客が卓越し，民宿も多い5も　小

谷村は，栂池高原のスキー客が増加している。そ

して，上山田町の温泉客はこの1玉年間でほとん

ど増加していない。

　そして，1972年～ユ982年のu年間に観光客

の減少している中規模観光地域が，第4のタイプ

である。これに属するのは，戸隠村（一32％），信

濃町（一25％），小諸市（一24％），安曇村（一23％）

と岡谷市（一正2％）との5市町村である。戸隠村は，

戸隠神社を中心とした戸隠高原の避暑客が減少し
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ている。また，これと隣接する信濃町はヨ黒姫高

原におけるスキー客が増加しているにもかかわら

ず，野尻湖固一茶遺跡の観光客が減少している。

さらに宙小諸市は，高峰高原および市街地内の懐

古園ともに観光客が減少傾向をもつ。また，安曇

村は乗鞍火山の観光客が増加しているにもかかわ

らず，上高地の観光客が減少している6もまた，岡

谷市は高ボッチ圃鉢伏の避暑客が減少している。

　そして，第5のタイプは，この11年問に観光客

が著しく増加した小規模観光地域である。その観

光客の増加率を50％以上と定めれば，22町村が

このタイプに区分されることとなる。それらをあ

げると，以下のごとくである。すなわち，北自樺

高原を含む長門町（増加率2394％），美ケ原高原

の観光化が進んだ和田村（147％）と武石村（100

％），八ケ岳山麓に位置して，大規模なペンション

村が造られた原村（2047％），野辺山高原をもつ

南牧村（63％），さらに，千勘11の上流に位置す

る川上村（76％）があげられる。これらにくわえ

て，飯綱高原の一部を含む牟礼村（807％）や差切

峡が開発された坂北村（64％），娘鶴湖が観光化

された信州新町（166％），安曇野の一部を占めて，

室山公園を含む三郷村（529％），野麦街道に沿う

位置を占める奈川村（71％）があげられる。そし

て，木曽谷に沿う地域では，賛川1平沢画奈良井

宿を擁する楢川村（393％），旧飛騨街道と開田高

原とを含む開田村（234％）田定勝寺固阿寺漢谷曲

のぞきど高原をもつ大桑村（286％）王島崎藤村の

出身地の馬籠宿をもつ山口村（64％）があげられ

る。さらに，伊那谷に沿う地域で，大芝高原をも

つ南箕輪村（602％），千人塚および与田切漢谷の

観光化が進んだ飯島町（ユ46％），しらびそ高原を

もつ上村（133％），南アルプスに近い南信濃村

（300％），中央自動車道の工事によって湧出した

昼神温泉をもつ阿智村（1204％），平谷高原をも

つ平谷村（823％），茶臼山高原1丸山高原の観光

化が進んだ根羽村（74％）があげられる。

　かくして，！972年～ユ982年までの長野県にお

ける観光地域は，以下に述べる特徴をもつといえ

よう。まず第1に，新しい観光地域の形成と発展

とをあげることができる。これは，その発展の特

徴から，3つの地域的タイプが認められる。第ユ

の地域的タイプは，一定の観光地域として既に形

成されていたが里近年里新しい観光資源が急速に利

用されることとなった地域である。これは，温泉

観光とスキー観光とが結びついて観光客の増加し

た山ノ内町と野沢温泉村とを含む。また，夏季の

避暑客と冬季のスキー客とによってヨ観光客の通

年化が進んだ菅平高原を擁する真田町，および歴

史的観光資源の開発が進んだ上田市とをあげるこ

とかできる。

　第2の地域的タイプは，比較的大きい観光地域

に隣接し，近年，観光客の増加している観光地域

である。この地域的タイプは，白馬村の北に位置

する小谷村，さらに安曇村と松本市とに近接する

穂高町1堀金村画三郷村，松本市1諏訪市1茅野

市にそれぞれ隣接する武石村曲和田村1長門町画

立科町砲望月町などである。第3の地域的タイプ

は，従来ほとんど観光資源として重視されなかっ

た歴史的㊥文化的文物と自然資源との観光利用に

成功を収めた地域である。これは，木曽谷と伊那

谷，および佐久谷の地域に広範に分布する。

　そして第2に，従来，長野県において比較的重

要な地位を占めてきた多くの観光地域が，停滞傾

向にあることである。それらをあげると回長野市1

小諸市画松本市曲戸隠村圃白馬村圃安曇村画丸子

町1木曽福島町画上松町である。これらの観光施

設は，神社画仏閣圃名所1旧跡などと古くからの温

泉である。近年王長野県において，観光客の観光

行動は多様化し，さらに回遊性を増大させている。

しかもヨ観光地域は，常に観光客からその新奇性

と新鮮さとを求められる？もこうしたことから，上述

した観光地が，観光施設の整備された物見遊山的

観光地であるために，全般的に停滞傾向にあると

考えられる。

　そこでつぎに里長野県で近年著しく観光化の進

展した穂高町を事例として，その観光化の特徴を

解明する。

皿　穂高町における観光化の進展とその特徴
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　皿一豆　観光化の進展と観光資源

　南安曇郡穂高町は，松本盆地のほぼ中央部に位

置し，面積が146．2工k㎡，人口が22，230（1980

年）である（第2図）。この町の西部は里北アルプ

スの一部を占める山岳地帯であり，また，その東

部は中房川と烏川とによってそれぞれ作られた中

房川扇状地と烏川扇状地との複合扇状地である8し

第2次世界大戦以前，扇状地面のほとんどは桑園

として利用されていた。しかし，戦後に深井戸の

掘削，電力揚水機の普及，縦横堰の整備，客土の

実施などによって，桑園から水田へと転換した9も

そして里この水田化の成功によって，穂高町は長

野県において重要な米の産地となったloも

第2図穂高町の位置

　また，この町はわさび栽培が広範に行なわれて

いる。穂高町の東部は，中房川扇状地と烏川扇状

地とによって形成された複合扇状地の末端部にあ

るために王清涼な地下水が豊富に得られ，このこ

とがわさびの栽培条件に適合している。わさび栽

培の起源は明治時代の初期とされ，この時代には，

松本盆地付近の局地的需要のみを満たす生産が行な

われていた。しかし，ヱ911年に中央本線が全通す

るのにともなって里東京などの都市部で需要が高

まり，その結果，著しく生産量が増加した。わさ

び栽培とそれにともなうわさび加工業とは，穂高

町における最大の産業であるへこのように王1970

年代初期までの穂高町は，米作とわさび産業とが

最も重要な地位を占めていた。ただし，中房」llの

最上流部に位置する中房温泉は，松本盆地を中心

として，関西1関東地方において蓼第2次世界大

戦前から知られていた。しかし，それは農閑期の

湯治場としての地位にとどまっていた］2も

　ところが，！970年代に入ると画穂高町は急速

に観光化が進んだ。このことを引き起こした大き

い原因は，ジャーナリズムによる観光イメージの

向上と観光客の多様化画若年化とであったと考え

られる。まず里臼井吉見による長編小説r安曇野

（五部作）」（ユ965年～ユ974年）がその先鞭

となり，さらに，安曇野を舞台とするテレビドラ

マ「水色の時」（1975年4月～玉O月）がN　HKか

ら放映された。この両者によって壬安曇野の中心

的位置を占める穂高町の知名度が東京曲名古屋1

大阪などの大都市地域で著しく高まったのである。

そして，これ以後若年女性向けの雑誌が，安曇野

の紹介記事を頻繁に掲載することとなった。この

ためヨ学生やO　Lなどの若年女性層の観光客が急

増したのである。その結果，穂高町の観光客は，

ユ972年に王6．5万，ユ975年に22，8万王さらに，

ユ979年には88．8万をかぞえるほどに急増した。

　さらに里穂高町の地理的位置も，その観光化の

進展に関して重要な関連をもつ。穂高町は，東京

および名古屋からいずれも約230kmの遣路距離

をもち，この両都市からの宿泊観光地として適切

な位置を占めている。

　このように穂高町において観光化が進んだ基礎

的条件として里穂高町が多様な観光資源をもって

いた点を指摘しなければならない。それらは，以

下に述べる3つに分類することができよう。まず

第1に，自然的観光資源をあげることができる。

穂高町は，標高700～800mの地域を境界として，

地形的に，これよりも西部の山岳地域と，東郡の

複合扇状地地域とに2分される。この両地域の地

形的コントラストか画アルプスを背景とした安
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曇野のイメージを与えている。そして第2は，

歴史的画文化的観光資源である。穂高町は，北

アルプスの中央登山口であり雪かつ，塩の道の

千国街道に沿う位置を占めるためにi3），山岳信仰

の対象である神社仏閣と王集落における庶民信仰

の対象である道祖神が多数分布し王観光対象とな

りうる文化的文物も多い。さらに第3はヨ産業的

観光資源をあげることができる。穂高町は，わさ

び栽培画にじます養殖屈天蚕飼育が盛んであり，

これらは従来，重要な観光資源と考えられなかっ

た。しかしヨ近年における観光対象の多様化にと

もなって，これらの地場的産業が急速に観光資源

として認識されることとなった。もちろん，これ

らの産業も、穂高町のもつ自然的条件にもとづい

て成立しているのである14も

　皿一2　観光地域の特徴と観光施設の分布

　前節で述べた多数の観光資源を基礎に，ジャー

ナリズムのインパクトなどを受けることによって，

ユ970年代。穂高町の観光化は著しく発展した。そ

して蓼その結果雪観光施設が著しく増加したので

ある。1983年現在の穂高町における観光施設の

分布を検討すると雪それが自然的条件と関連をも

つと推定される。すなわち，穂高町は中房温泉を

含む西部の山岳地域，標高550～800mの扇状地

上部地域王そして王標高550m以下の穂高駅を中

心とする扇状地下部地域との3つの観光地域に区

分することができる。これらは，観光施設の種類

や特色がそれぞれ異なる。以下，この3地域別に

検討してみよう。

　ヱ）山岳地域

　まず，標高800m以上の穂高町西部の山岳地域

は，中房温泉画有明温泉，および多数の山小屋な

などの観光施設が分布する。中房温泉は，湯量が

豊富な単純硫黄泉であり，江戸時代末期に一臼市

場（現三郷村）の百瀬茂八郎が温泉旅館を創業し，

これ以後，農閑期の湯治場として多くの客を集め

た。そして，明治時代に入ると，有明講社が盛ん

になるのにともなって，有明山へ登山する修験者

の宿泊地となった。さらに大正時代以後，燕岳画

大天井岳画常念岳を結ぶ北アルプスの中央登山口

として発展した15も　ユ983年現在，この温泉はユ

軒のみの旅館からなるが、その収容力は500人に

達する。有明温泉は，中房温泉よりも約300m下

流に1949年発見され，町営国民宿舎有明荘から

なる。この収容カは約400人であって王湯治客や

団体客が多い。これらの他に，この地域は4つの

山小屋が分布する。それらは，中房温泉を起点と

する燕岳方面の登山道沿いに宙合戦小屋（休憩曲売

店のみ）と燕山荘（民営，収容人員600人），大天

井岳の山頂付近に大天荘（町営王収容人員200人），

さらに常念岳の北側に常念小屋（民営，収容人員

300人）である。かくして。穂高町西部の山岳地

域は雪温泉観光と登山とに特徴をもつのである。

　2）扇状地上部地域

　この地域においてもっとも顕著なのが，宿泊施

設とスポーツ施設とである。宿泊施設は，さらに

別荘地と旅館画ホテル1民宿などの短期的な宿泊

客を対象としたものとに区分され孔

　穂高町における別荘地開発の遇程は，中房温泉

の冬季利用との関連が大きい。中房温泉は冬季の

積雪が多いために，晩秋季から初春季まではこれ

を利用できなかった。この温泉の冬季利用は里明

治時代にこれを中房川の下流部へ引湯したことに

はじまる。昭和初期に引湯のために木管が使われ，

これは後に京信産業に引き継がれヨ第2次世界大

戦後の高度経済成長期に至って，別荘地開発と結

びついた。穂高町の富士尾山と浅川山とを結ぶ線

よりも西部の林野はすべて国有林であるが，これ

よりも東部はすべて民有林である。しかも，農業

林野というべき私有林であった。したがって，こ

の地域で穂高町が直接的に別荘地開発を行なうこ

とは困難であった。このため，穂高町当局は民問

会社に開発行為を委ね，これを指導しヨ後述する

第3セクターの温泉開発公社がその一部を管理す

る方法がとられた。ヱ960年代の別荘地開発の初

期，町当局は別荘地に温泉を引き込むことを計画

していなかった。このため，町有地も一部で提供

されてこの時期に開発画造成された別荘地は温泉

を引き込まず，それらは「学者村」と呼称される。

この事業主体は埋いずれも東京都に本社をもつ高
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原計画であり，ユ965年頃から分譲を開始した。こ

の学者村は町営水道が引かれ，学者村管理事務所

がその維持囲管理にあたっている。そして。分譲

地の購入者は，医者画公務員画大学教授などの社

会的地位の高い職業についているものが多い。高

原計画は，一般的な宣伝活動を一切行なわず，も

っぱら購入者などからの紹介によって分譲を進め

ている。学者村の1982年末における造成済の区

画は，6ケ所の合計が1，389であり，その約20％

が分譲済となっている（第3図岳第1表）。

　その後，！970年代に至って，有明温泉を冬季

に利用することの要請が強まり，1970年に穂高町

温泉開発公社が設立された。また，197ユ年7月に

長野県自然保護条令が制定され，別荘地開発に一

定の条件が求められることとなった。穂高町は里

玉983年現在里「穂高町自然保護等指導基準jを制

定し，宅地開発行為等の指導囲監督を行なってい

る］6）。そして，この1970年代に至って，穂高町

の別荘地開発が急速に増加し岳それらのほとん

どがこの扇状地上部地域で行なわれた。別荘地の

開発主体は，役場の資料によれば2ユ社に達し，東

京都と名古屋市に本社を置くものが多い。それら

についで，地元の穂高町画松本市㊥大町市の会社

と大阪市圃京都市に本社をもつ会社もあげられる。

こうした別荘地開発を行なう会社の本社所在地の

分布は，一定程度まで，別荘の需要者の分布と一

致しうると考えられる。例えば，1979年までの

穂高町における温泉付別荘地の購入者328名の出

身地を検討すると里南安曇郡が44名（ユ3％）里松

本市が67名（20％），関東地方が52名（16％），

≒
　　　　ゴ
く築尾111・灘特、

ありあけ　　o

㎜㎜別荘地

鰯わ湖1の集棚

綴R　　旅鰍

畷M　　民宿

璽H　　ホテル

慶粍　公営掲舎

☆　　　歴史・文化施設

△　　スポーツ施設

○　　　産薬駿光施設

○　　　　韮婆な遺楓書申

M。〆
　　　　．　。。．ノ
　　。。。〆

　　　■

、　．　・｝一㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　l　kn1

第3図 穂高町の観光施設と別荘地（役場資料により作成）
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第ユ表 穂高町の別荘地開発

区分 名　　　称 事業主体（所在地） 開発年度 造成区画
分譲済区圃

維持管理
潟泉

（1982年末） 引湯

学
鈴玲ケ丘 高原言十画（東京都） 1960年代 665 122 学者村奮理事務所 無

天満沢 同上 同上 236 40 同上 無

者 忍ケ丘 同上 同上 220 55 同上 無’

猪麗牧 同上 圃上 197 24 同上 無

村 鎧　塚 同上 同」二 40 9 同上 無

つつじケ丘 同上 属上 3玉 9 同上 無

小岩岳 立花産業（東京都） 1969－970年 350 2I3 穂商町温泉開発公社 有

夫婦岩 同上 1969年 4工 27 圃上 有

　　山山つ石 同上 1969年 55 3ユ 圃」二 有

別 南あづみ野 同上 i969隼 26 ユ5 同」二 有

カソトリービレッジ 伊吹（京都市） 197玉～1972年 62 玉o

自主 無

有明苑 信濃産業（名吉屋市） 1972年 45 26 自主 有

荘 せせらぎ園 丸正闘発（名古屋市） 1972隼 58 26 穂高町温泉闘発公被 有

豊里（アルペン穂高） 立花産業（東京都） 1972～1973年 2王5 7ユ

同上 有

桐　沢 三生輿産（東京都） 1973年 1ユ3 39 同上 有

分 松風園 名和観光（名吉屋市） 1973年 53 38 同上 有

あづみ野 同上 1973隼 57 30 同上 有

ありあげ高原 住友商事（東京都） 1973年 50 18 同上 有

譲 長峰a 全臼空ビルディング（大阪市） 1973年 37 14 自ま 有

さわらびの望 大信相互（大囲丁市） 1973～1974年 181 62 自窒 有

當城園 栄和（穂高町） 1973～1974舘 18 18 自主 無

地 長蜂b 名和観光（名古屋市） ユ973－974年 112 5 自主 有

松尾寺 望月地所（松本市） 1974年 30 18 自主 有

松尾寺団地 東明ほか2社（穂高町） 玉975隼 22 13 自主 有

四ツ堀 仁科不動産（穂高町） 1975～1976錬 i3 2 自韮 無

（役場資料により作成）

中京1関西地方が1ユ1名（34％）となり，地元出

身者に比較して，関東固中京1関西地方出身者の

多いことが明らかとなる。

　つぎに，ユ972年～1973年に別荘地造成が行

なわれた，大字有明地区の「アルペン穂高」を事例

として述べる。これは東京都杉並区に本社を置く

立花産業が開発した】7）。そして，ユ983年現在，

2ユ5区画が造成され，町道1汚水処理場曲電気1

プロパンガス圃町営水道等が完備し，ユ区画につ

き1口の温泉が引き込まれている。聞き取り調査

によれば，この別荘購入者のほぼ60％は松本盆

地の在住者であり、残りの約30％は関西地方在住

者，約ユO％が関東地方在住者である。すなわち，

この別荘分譲地の購人者は雪地元在住者の割合が

比較的大きいようである。これは、別荘地が温泉

を引湯しているために，温泉入湯を重視する地元

在住者の多いことと，この開発主体の立花産業が

地元に比較的知名度のあることによると考えられ

る。そして里別荘を購入するためにはかなりの資

金が必要であるために，開発状態に関して，多く

の情報が入手しうる地元在住者の割合が大きくなる

と考えられる18も

　つぎに，別荘以外の宿泊施設としてヨ旅館画ホ

テル固民宿1ペンションなどをあげることができ

る。この地域におけるこうした施設のほとんどは，

信州穂高高原温泉旅館組合と中房天然温泉旅館組

合とのいずれかに所属している。後者は，ユ981年

に前者から分離した8軒の業者によって設立され

た。そして，1983年現在，前者の加盟者が18軒

後者の加盟者が1！軒である。ただし，この地域

の旅館業者のすべてがこれらの組合に加盟してい

るのではなく，穂高駅付近の業者によって組織さ

れた穂高町観光旅館組合に加盟する業者も若干み

られる。

　信州穂高高原温泉旅館組合に加盟する組合員は，

ホテル画旅館1ペンションが多く，民宿は少ない。

それらの経営者は，ほとんど穂高町以外の出身者

で占められ，地元出身者は3軒にすぎない。豊科

町などの隣接町村の出身者が多い。冬季は年末年

始などの多客時を除いて休業する者もみられるが，
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経営規模は比較的大きくヨ収容人員が20人～40

人の専業者が多い。これらの旅館は，後述する穂

高町温泉開発公社から温泉給湯を受けている。こ

の組合に加盟する町営S荘の宿泊客および入湯客

の経年変化をたどると，このS荘が1973年に開

設されて以来ヨ延宿泊客のピークはユ974年度，日

帰客と入湯客とのピークはヱ976年度であること

がそれぞれ明らかとなった。そして，これ以後そ

れぞれの客数は大きい変化を示さないj9）。中房天

然温泉旅館組合は里高原温泉旅館組合よりも、観

光開発に関して積極的な姿勢をもつ業者によって

組織されたようである。

　そこでつぎに、これらの別荘と旅館などへ温泉

給湯を行ない，さらに別荘地の一郡の維持曲管理

を行なう穂高町温泉開発公社について述べる。こ

の公社は，ユ970年に設立され，その設立時にお

ける出資比率は，穂高町が40％，立花産業と京

信産業との合計が50％。さらに林野弘済会が工O

％であった。しかし，ユ983年現在の出資比率は，

穂高町が60％王その他3者の合計が40％であり，

穂高町の出資比率が増大している。この公杜は，

前述した有明温泉からの引湯を安定的に行なうた

めに設立された。引湯管を設置する中房川の沿岸

はほとんど民有地であるために里それらの地区を

借り上げて，1972年に引湯を開始した。この温

泉は泉源で8ユ．7℃であるが，引湯本管だけでも延

長約ユ6kmに達し，給湯される末端配管での温度

は，約45oCとなる。泉源の有明温泉は，毎分

2，000皿の湧出量をもち，その中の約ユ，700皿が送

湯されている。温泉の引湯権は，20年間の期限付

きであり，その利用者は基本分担金として’当初60

万円を負担したが，1982年現在，これは！10万円

となっている。この20年という当初の権利期限は，

引湯配管の耐用年数である。そして，引湯量は，一

般の旅館が5口以上を基本として，1軒で10口以

上の大口の利用者が多く，別荘はユ軒でユロであ

る20）。ヱ982年までの引湯申し込み口数の合言十は

工，886口に達し，これには温泉付別荘約800戸が

含まれている。そして亜穂高町の山麓部において

温泉を利用する建物は王王982年ユ月現在で宿泊施

設が26、会社や団体の寮が35王別荘が843に達

する（一部安曇村を含む）。

　つぎに，この扇状地の上部地域はヨスポーツ施

設が分布することも特徴としてあげることができ

る。それらは穂高川の左岸に位置を占める穂高カ

ントリークラブゴルフ場とサンダーバードローン

テニスクラブとであり呈町の北東部中房川の右岸

に位置するサンクラブ穂高の温水プールとである。

前2者はいずれも穂高カントリークラブ（本社は東

京都）が経営する会員制のクラブである21）。

　そしてさらに，歴史曲文化施設もこの地域に多

く分布する。すなわち，有明山神社。つつじ園を

もつ栗尾山満願寺里室町時代に建立された重要文

化財の松尾寺薬師堂里江戸時代前期に建てられた

重要文化財の曽根原家住宅，穂高町郷土資料館，

有明美術館などである。さらに里扇沐地面に古く

から立地する富田曲荒神堂1牧画柏原などの集落

には，多くの道祖神が祭杷されている、，これらの

歴史1文化施設が，この地域において観光客の観

光行動の結節点としての役割を果しているのであ

る。また，穂高町天蚕センターは，産業観光施設

であるといえよう22）。

　かくして，扇頂㊥扇央地域は宿泊施設の開発が

進み，さらにスポーツ施設と歴史㊥文化施設を結

節点として観光地域が形成されていることが明ら

かになったといえよう。そして雪それら宿泊施設

の建設は，民間会社によって行なわれ，穂高町は

建設の際の指導行為と温泉開発公社によってそれ

らの一部を管理するという間接的な役割を果して

いるといえるであろう。

　3）扇状地下部地域

　そこでつぎにヨ穂高駅を中心とする扇状地下部

地域の特徴について述べてみたい。この地域は、

産業景観画産業施設と歴史画文化施設とに。もっ

とも特徴がみられる。産業景観画産業施設としてヨ

わさび産業とにじますの養殖業とがあげられる。

しかし雪この後者はいまだ産業景観としての地位

にとどまっているために，これに関連した観光施

設を産むまでに至っていない。

　これに対してわさび産業は，観光客の増加によ
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って観光わさび園が整備され里さらにわさび小売

店が籏出した。わさび田は穂高町の市街地周辺の

小河川沿いに分布しているが，町の東部司等々力

地区に広範に分布している。そのもっとも東部に

位置するのが御法田の大王わさび農場である。こ

こは里穂高町における観光コースの中心的な地位

を占めており里わさび田の見学コース画観光バス

の駐車場個土産晶店画レストランなどが整備され

ている。また理市街地を中心として多くのわさび

店が分布している（第4図）。聞き取り調査によれ

ば，ヱ960年代前半まで，わさび販売店は7，8軒で

あった。ところが，1970年代以降の観光客の増加

によって，わさび販売店は急速に増加した。市街

地を中心とするユ1業者に調査した結果，ユ975年

以降に店舗を新築ないし改築したものが5業者み

られた。もっともわさび業者は，生産のみを行な

うもの，生産画加工宙販売を一貫して行なうもの，

加工のみの業者ヨ販売のみの業者などさまざまな

形態をとっている。しかし，現地観察によれば，

ほとんどの業者は店舗をもっており，とくに穂高

駅周辺は大きい店舗が分布する。聞き取り調査し

たヱエ業者の内訳は，生わさびの加工と店頭販売と

によってほぼ2分の！ずつの収入を得る業者が5里

＼

、

ン撃
　
土

第4図　穂高町主要部におけるわさび店

　　　およびわさび業者の分布

　　　　（信州山葵農業協同組合員名簿

　　　と現地調査とによって作成）

店頭販売のみの業者が3，加工に重点を置く業者

が3である。そしてヨこの加工に重点を置く業者

は，市街地の周辺部に多く分布し，6人～7人の

従業員を雇用して王長野県から名古屋1東京へ出

荷している業者もみられる。

　つぎに歴史画文化施設もこの地域に多数分布す

る。それらをあげると，安曇族の祖神を祭祀する

穂高神社雪江戸時代に松本藩主の本陣として利用

された町文化財の等々力家住宅，さらに里井口喜

源治記念館，日本近代彫刻の先覚者であった荻原

破山の作晶を展示する撮山美術館などである。こ

れらが穂高町の市街地における観光コースの一部

を形成しているのである。そして，等々力地区を

中心として道祖神も多数分布している。

　また，この地域は，穂高町における観光客の基

地的機能を果しており，宿泊施設が多い。穂高町

観光旅館組合は，市街地付近の業者によって組織

されている。その組合員は，旅館5，民宿9，ペ

ンション8の合計22である（ユ983年現在）。　こ

の旅館組合は，第2次世界大戦前から所在した4

軒の旅館を中心として結成されたものである。こ

れらの旅館は，大糸線開通以前から所在しヨ松本

と大町画白馬方面との間を往来する行商人が多く

投宿した。ところが宜前述した安曇野ブームの影

響を受けて観光客が急増し，宿泊施設の需要が生

じた。かくして，ユ975年頃より民宿が発生し筥以

後、毎年2，3軒の割合でこれが増加している。

しかし，22軒の中で専業者は，旅館曲民宿屈ペン

ションともにそれぞれ2，3軒ずつしかない。そ

の他はすべて兼業形態をとっている。それは雪宿

泊客が夏季に集中し。冬季の需要が充分でないた

めであり，このためユエ月末から3月までの期間

休業する業者が多い。民宿の半数以上は農家の兼

業である。こうした兼業形態の民宿は，多くの場

合主婦によってサービスが提供されており，その

規模は3，4部屋里収容人員も15人以内の零細経

営である23）。2画3の専業的民宿は王50名以上の

収容人員をもつ。もっとも大きい専業的民宿H屋

は葭夏季の7，8月に関西地方および関東地方から

の大学生の合宿客を固定客として経営を行なって
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いる。また，近年，ペンションの増加がこの地域

で著しい。ペンションは里民宿よりも多少料金が

高くなるが，比較的良質なサービスが受けられる

という点から若年者を中心に人気がある。ペンショ

ン宿泊客の多くは里若年女性や合宿の学生などで

ある。こうした宿泊施設に加えて里市街地には多

数のレンタサイクル店も分布している。それらの

多くは，自転車店圃土産晶店などと兼業している。

　かくして，扇状地下部地域は画産業景観宙産業

施設および歴史曲文化施設を中心として，これら

に民宿1ペンション囲旅館何レンタサイクル店1

土産晶店などが加わることによって里観光地域が形

成されていることが明らかになったといえる。

w　むすぴ

　本稿は，近年の長野県における観光地域の変化

について概観し里さらに里南安曇郡穂高町を事例

として，その特色を明らかにした。ここで雪穂高

町における観光化とその特徴についてまとめてみ

る。穂高町の観光地域は，山岳地域蓼扇状地上部

地域，扇状地下都地域の3つに区分することがで

きた。これら3つの地域は，観光施設および観光

客の特徴などがそれぞれ異なる。山岳地域は，北

アルプスの登山と中房1有明温泉の人湯である。

扇状地上部地域は里引湯された温泉を利用する別

荘固旅館と歴史㊥文化施設に特徴をもつ。扇状地

下部地域は蓼産業景観画施設と歴史1文化施設を

中心として，宿泊施設も多く分布し，さらに観光

客の根拠地でもある。そして，後者の2つに共通

して設けられているのが，信濃路自然歩道安曇野

ルート（延長約32km）である。こうしたことから，

これら3つの地域それぞれの観光開発への対応も

若干異なるようである。山岳地域はほとんどが中

部山岳国立公園に含まれるために，急速な観光化

は不可能である。扇状地上部地域は，別荘地など

の比較的大規模な観光開発が行なわれている。そ

して，宿泊業者や別荘地開発業者は積極的な意識

をもつものが多い。穂高町はこれに関して間接的

に影響を行使している。一方，扇状地下部地域は

わさび田を中心とする産業景観固施設を観光施設

として重視している。このために，扇状地上部の

大規模な開発に関して消極的姿勢をとる傾向が強

いようである。こうしたことから，穂高町のこれ

ら3つの観光地域を有機的に結びつけて開発して

いく方法をさぐることが，今後のこρ地域におけ

る最大の課題といえよう。

　本稿の作成に際して，筑波大学地球科学系の奥野隆史，斉藤　功両先生の御指導をいただきました．ま

た，現地調査において，信州大学繊維学部の宮坂正治先生，長野県庁の井上　巌氏，穂高町役場の中島芳

孝氏，穂高町温泉開発公社の塚田　明氏，立花産業株式会社の足立俊一氏の御協力をいただきました。そ

の他現地調査に御助力いただきました多数の方々に深く感謝申し上げます。
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